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２０１９年度野外体験保育普及促進マスター養成講座 実施概要 

                                          

１ 実施の目的 

平成２８年度から野外体験保育が県内の幼稚園、保育所等で広く主体的に取り組まれるよう取組支援や人材 

育成、普及啓発を進めているが、野外フィールドの不足、自然に対する知識不足等が課題となり、自然を活用し 

た保育が日常的に取り組めていない現状がある。 

そこで、本講座は自然に関する知識を豊富に持つ野外体験施設のスタッフ等を対象に、幼稚園や保育所等 

 に対し、幼児期の野外体験の有効性を発信したり、保育者等と連携・協力して野外体験保育が実施できる人材 

「野外体験保育普及促進マスター」を育成し、県内で広く野外体験保育が取り組まれる状況を目指すことを目的 

に実施する。 

 

２ 「野外体験保育普及促進マスター」の養成 

  県内保育所、幼稚園等や野外体験施設で、自然体験をしようとした時、保育者等と連携して三重県が進める 

「野外体験保育」が実施できるよう、野外フィールドを提供、 紹介したり、子どもたちと関わり、見守りながら、 

自然の大切さ、面白さ、野外での安全管理等も含めた内容を県内の保育所等や県内の野外体験フィールド等で 

普及・促進していける人材「野外体験保育普及促進マスター」を養成する。 

本講座は、保育者と連携、協力する際に必要となる知識として、改定された保育指針や幼児期の自然体験の有 

効性や子どもの発達に関わる座学と実践等を交えて実施する。 

 

３ 講座実施期間   

２０１９年５月～２０２０年３月 

 

４ 事業スケジュール 

募集     ４月１２日（金）から４月２６日（金）１５時まで 

募集人数  １５名程度 応募者多数の際は県で協議する。 

実施期間 ２０１９年５月～２０２０年３月 

５月１６日（木） 座学 （講師 浦中こういち 氏）  

６月 ９日（日） 座学 （講師 馬場耕一郎 氏）  

８月 １日（木） 座学 （講師 近藤直樹 氏）  

９月～２月    実践研修 野外体験保育アドバイザー派遣同行  

１月下旬     実践事例発表・意見交換会 

２月～３月初旬 まとめ・活動計画書作成、発表 

 

５ 講座内容・スケジュール 

 【座学講座】 

・野外体験保育の有効性についての基礎知識、子どもとの関わり、遊び、子どもの発達についての講座実施。 

・各講座終了後に振り返りシート記入、各自全員が発表する。 
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◇５月１６日（木） １０：００～１５：００  

           講師 浦中 こういち氏 （元保育士、絵本作家、あそび作家、高田短期大学非常勤講師ほか） 

             講座タイトル 「子ども」と「あそび」と「自然」と「文化」 〜楽しい、面白いから始まる活動〜 

 ◇６月 ９日（日）１３：００～１６：００ 

            講師 馬場耕一郎 氏 （社会福祉法人おおわだ保育園 理事長 

                            厚生労働省子ども家庭局保育課保育専門調査官） 

            講座タイトル 「幼児期における自然体験の意義と効果」 

◇８月 １日（木）１０：００～１６：００ 

            講師 近藤 直樹 氏（くわなひまわり保育園・いなべひまわり保育園 副園長） 

            講座タイトル 「子どもの発達と森・自然の意義」 

                     ～子どもの発達において、より良い森や自然の姿とは～     

※上記座学講座（５～８月実施）の内容は別紙プログラム参照 

 

◇２月末～３月初旬 １０：００～１５：００ 

まとめ・活動計画書作成・発表 

座学、実践講座、事例発表会・意見交換会をふまえ、野外体験保育普及促進マスター 

           としての活動計画書を作成し、全員に共有する。 

 

 【実践講座】 

  ・三重県が行う野外体験保育アドバイザー派遣に同行し、実践を学ぶ。 

※アドバイザー派遣日は、派遣実施後、アドバイザーと２０１９年度モデル園で調整のうえ決定するので、現在の 

日程は不確定。日程調整したうえで、同行可能な受講生が同行する。 

  ◇９月～２月（随時） 

 【事例発表会・意見交換会】 

  ・受講生等が企画・実施した野外体験保育実施プログラム、または野外体験保育に関わる実践の発表。 

   参加者と発表者との意見交換会。 

◇１月下旬 

 

６ 参加対象者 

〇平成３０年度野外体験保育指導者養成講座の参加者（ただし３回以上参加の方） 

〇平成３０年度野外体験保育者養成講座の参加者（ただし３回以上参加の方） 

〇森のせんせいもしくは県内で子ども向け自然体験プログラムを実践している方で、今後保育者等と連携して野 

外体験保育を普及促進していく意欲のある方。 

原則、上記いずれかに当てはまる方。 

応募多数の場合は 2019年度、2020年度に三重県が促進する野外体験保育に関わる企画を自ら実施出来る

方、全講座出席可能な方優先する。 

 〇希望者は、別紙参加申込書で申し込む。 
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７ 申込先 

  〒５１４-８５７０ 津市広明町１３ 三重県少子化対策課 子どもの育ち・家庭応援班あて 

  メール：shoshika@pref.mie.lg.jp 

   ＦＡＸ：０５９－２２４－２２７０ 

  （問い合わせ）電話：０５９－２２４－２２６９ 

 

８ その他 

 ・講座日程、講座会場の詳細は、講座受講者に別途案内する。 

 ・全講座受講者には県から修了証を発行する。  


